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月
七
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答
弁
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号



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
談
合
の
実
態
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
「
独
占
禁
止
法
」

と
い
う
。
）
第
三
条
及
び
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
公
正
取
引
委
員
会
が

独
占
禁
止
法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
適
当
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
た
事
件
で
あ
っ
て
、
国
の
機
関
が

発
注
し
た
工
事
等
の
入
札
等
に
係
る
も
の
（
以
下
「
国
の
発
注
に
係
る
入
札
談
合
」
と
い
う
。
）
の
平
成
四
年
度
か
ら
平
成

十
三
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
各
年
度
の
数
は
、
別
表
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
国
家
公
務
員
が
か
ら
ん
で
い
る
談
合
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
四
年

度
か
ら
平
成
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
国
の
発
注
に
係
る
入
札
談
合
の
う
ち
、
公
正
取
引
委
員
会
が
、
国
の
機
関
の
職

員
が
入
札
に
係
る
情
報
を
当
該
入
札
に
参
加
す
る
事
業
者
に
提
供
し
て
い
た
こ
と
を
勧
告
書
の
「
事
実
」
の
中
で
認
定
し
た

も
の
は
、
平
成
十
年
度
に
一
件
存
在
す
る
。

三
に
つ
い
て

一



公
正
取
引
委
員
会
が
平
成
四
年
度
か
ら
平
成
十
三
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
国
の
発
注
に
係
る
入
札
談
合
の
対
象
と
な
っ

た
国
と
の
契
約
に
関
し
て
独
占
禁
止
法
第
四
十
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
い
て
納
付
を
命
じ
た
課
徴
金
の
確
定
額
の
各
年
度

別
の
金
額
は
、
別
表
二
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
平
成
八
年
度
以
前
の
金
額
に
は
、
資
料
の
制
約
上
、
一
の
事
件
に
工

事
等
の
発
注
主
体
と
し
て
国
以
外
の
機
関
も
含
ま
れ
る
も
の
に
関
し
て
納
付
が
命
じ
ら
れ
た
課
徴
金
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
国
が
発
注
す
る
案
件
」
に
ど
の
よ
う
な
範
囲
の
も
の
が
含
ま
れ
る
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
現
存
す

る
資
料
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
平
成
九
年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度
ま
で
の
国
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
お
け
る
公
共
事

業
費
の
各
年
度
末
の
契
約
済
額
は
、
別
表
三
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
よ
う
な
公
正
取
引
委
員
会
が
行
う
勧
告
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
入
札
談
合
の
有
無
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
の

は
困
難
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
金
額
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二



三



四



五


